
８2025年（令和7年）3月31日（月曜日）（第三種郵便物認可）
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令
和
６
年
度
第
２
回
通
常
議
員
総
会
が

日
（
金
）
午
前

時
よ
り
、
道
東
経
済
セ
ン

タ
ー
ビ
ル
で
開
催
さ
れ
、
委
任
状
を
含
め
て

人
が
出
席
し
た
。
議
事
で
は
、
令
和
７
年

度
の
事
業
計
画
（
案
）
や
、
収
支
予
算
（
案
）
な
ど
に
つ
い
て
審
議
し
、
全
会
一
致
で
承

認
さ
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

開会のあいさつをする栗林会頭

釧路港の貿易概況などを解説した講演会

浅野会長（左）から要請書を受け

取る岡澤部会長

　
２
０
２
４
年
度
第
３
回
商
工

振
興
委
員
連
絡
会
議
が

日

（
金
）
午
後
５
時

分
よ
り
市

内
ホ
テ
ル
に
て
開
催
さ
れ
た
。

　
は
じ
め
に
、
森
村
好
幸
副
会

頭
よ
り
委
員
に
日
頃
の
活
動
へ

の
感
謝
を
伝
え
「
中
小
事
業
者

の
経
営
状
況
は
厳
し
い
状
況
が

続
い
て
い
る
。
お
力
添
え
い
た

だ
き
な
が
ら
事
業
を
展
開
し
た

い
」
と
述
べ
た
。

　
続
い
て
福
田
紀
幸
中
小
企
業

委
員
長
が
「
事
業
者
は
消
費
者

の
ニ
ー
ズ
の
変
化
に
加
え
、
人

手
不
足
や
事
業
承
継
な
ど
へ
の

対
応
も
必
要
。
皆
さ
ま
に
は
身

近
な
相
談
役
と
し
て
一
層
の
ご

協
力
を
い
た
だ
き
た
い
」
と
あ

い
さ
つ
し
た
。

　
議
事
で
は
、
本
年
度
実
施
し

た
連
絡
会
議
や
産
業
視
察
研
修

な
ど
の
事
業
に
加
え
、
経
営
指

導
員
に
よ
る
相
談
指
導
件
数
、

各
種
金
融
制
度
の
利
用
状
況
を

報
告
し
た
。
ま
た
、
当
所
の
２

０
２
５
年
度
事
業
計
画
の
説
明

や
各
種
支
援
制
度
に
関
す
る
情

報
提
供
な
ど
が
行
わ
れ
た
。

　
会
議
終
了
後
の
懇
親
会
で

は
、
本
年
度
で
退
任
す
る
須
藤

洋
子
委
員
へ
花
束
を
贈
呈
し
感

謝
を
伝
え
た
。

あ
い
さ
つ
す
る
森
村
副
会
頭
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開
会
の
あ
い
さ
つ
で
栗
林
定

正
会
頭
は
、
昨
年
の
創
立
１
０

０
周
年
記
念
式
典
や
祝
賀
会
へ

の
協
力
に
感
謝
を
述
べ
「
来
年

度
は
１
０
０
周
年
を
契
機
に
立

ち
上
げ
た
〝
Ｋ
Ｃ
ボ
ー
ド
〞
や

〝
涼
し
い
釧
路
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
〞
を
軌
道
に
乗
せ
、
起
業
支

援
や
観
光
振
興
、
移
住
促
進
に

取
り
組
む
」
と
方
針
を
示
し
た
。

　
続
け
て
「
地
域
の
懸
案
事
項

は
山
積
し
て
い
る
が
、
課
題
解

決
に
向
け
て
〝
仕
掛
け
る
・
挑

む
・
創
る
〞
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に

知
恵
を
出
し
合
い
、
地
域
の
未

来
を
切
り
拓
い
て
い
き
た
い
」

と
役
員
議
員
へ
一
層
の
協
力
を

求
め
た
。

　
議
事
で
は
、
令
和
７
年
度
の

事
業
計
画
や
収
支
予
算
が
審
議

さ
れ
、
全
会
一
致
で
承
認
さ
れ

た
。

　
事
業
計
画
に
つ
い
て
は
地
域

課
題
の
解
決
や
経
済
発
展
に
向

け
て
①
政
策
提
言
活
動
②
産
業

の
育
成
振
興
③
街
づ
く
り
の
推

進
・
都
市
機
能
の
充
実
④
中
小

企
業
の
振
興
・
人
材
の
育
成
⑤

組
織
・
運
営
基
盤
強
化
⑥
特
別

事
業
の
６
つ
の
項
目
に
分
け
活

動
を
展
開
す
る
方
針
。

　
中
で
も
、
重
点
分
野
と
し
て

交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
産
業
・

ビ
ジ
ネ
ス
、
街
、
人
材
、
人
口

減
対
策
を
掲
げ
、
具
体
的
に
は

輸
送
力
確
保
に
向
け
た
貨
物
鉄

道
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
維
持
や
Ｋ

Ｃ
ボ
ー
ド
の
積
極
的
な
推
進
と

支
援
者
の
拡
大
、
鉄
道
高
架
及

び
駅
周
辺
整
備
事
業
や
中
心
市

街
地
活
性
化
の
推
進
、
空
き
店

舗
・
空
き
ビ
ル
等
の
活
用
及
び

除
却
を
含
め
た
対
策
の
推
進
、

公
共
施
設
及
び
高
等
教
育
機
関

の
サ
テ
ラ
イ
ト
キ
ャ
ン
パ
ス
を

含
む
設
置
・
移
転
構
想
の
取
組
、

女
性
活
躍
推
進
に
向
け
た
取

組
、
涼
し
い
釧
路
事
業
化
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
推
進
、
移
住
及
び

滞
在
環
境
の
整
備
促
進
を
新
た

に
加
え
、
事
業
を
進
め
る
。

　
ま
た
、
収
支
予
算
で
は
、
１

０
０
周
年
事
業
を
行
っ
た
前
年

度
予
算
よ
り
２
５
３
０
万
円
減

の
総
額
３
億
６
４
０
０
万
円
と

し
た
。

　
マ
ル
経
資
金
（
小
規
模
事
業

者
経
営
改
善
資
金
融
資
制
度
）

は
、
小
規
模
事
業
者
が
経
営
改

善
を
図
る
際
に
必
要
な
資
金
を

日
本
政
策
金
融
公
庫
が
無
担
保

・
無
保
証
人
、
低
金
利
で
融
資

す
る
制
度
で
す
。

　
制
度
の
利
用
に
あ
た
っ
て

は
、
商
工
会
議
所
へ
経
営
相
談

し
、
推
薦
を
受
け
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　
融
資
限
度
額
は
２
０
０
０
万

円
（
３
日
現
在
利
率
１
．

％
）

で
、
返
済
期
間
は

年
以
内
（
う

ち
据
置
期
間
２
年
以
内
）
と
な

り
ま
す
。
な
お
、
本
資
金
は
運

転
資
金
（
仕
入
れ
資
金
等
）
や

設
備
資
金
（
店
舗
・
工
場
の
改

装
費
、
車
両
・
機
械
設
備
の
購

入
費
等
）
と
し
て
活
用
で
き
ま

す
。

　
詳
し
い
融
資
条
件
や
ご
相
談

な
ど
に
つ
き
ま
し
て
は
、
当
所

地
域
振
興
部
０
１
５
４
（

）

４
１
４
３
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

小
規
模
事
業
者
の
皆
さ
ま
へ

マ
ル
経
資
金
の
ご
案
内

　
釧
路
地
方
経
営
者
協
会
中
小

部
会
（
岡
澤
利
寿
部
会
長
）
と

連
合
北
海
道
釧
根
地
区
協
議
会

・
連
合
北
海
道
釧
路
地
区
連
合

会
（
淺
野
康
敏
会
長
）
の
懇
談

会
が

日
（
水
）
午
前

時
よ

り
道
東
経
済
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
で

開
催
さ
れ
た
。

　
本
会
は
、
意
見
交
換
を
通
じ

て
労
使
相
互
の
理
解
を
深
め
る

と
と
も
に
地
域
経
済
活
性
化
に

寄
与
す
る
た
め
実
施
さ
れ
、
今

回
が
５
回
目
の
開
催
と
な
る
。

　
冒
頭
、
淺
野
会
長
よ
り
岡
澤

部
会
長
へ
労
働
者
の
賃
金
・
労

働
条
件
な
ど
の
改
善
に
関
す
る

要
請
書
が
手
交
さ
れ
た
。

　
そ
の
後
、
岡
澤
部
会
長
が
「
賃

金
や
労
働
条
件
の
改
善
な
ど
の

諸
課
題
に
つ
い
て
意
見
交
換
を

行
い
、
経
済
の
活
性
化
に
つ
な

げ
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　
ま
た
、
淺
野
会
長
は
若
年
層

の
人
材
確
保
や
定
着
な
ど
直
面

す
る
課
題
に
触
れ
「
そ
れ
ぞ
れ

の
立
場
で
今
後
必
要
な
対
策
や

地
域
の
発
展
に
向
け
た
議
論
が

で
き
れ
ば
」
と
述
べ
た
。

　
懇
談
会
で
は
、
労
働
者
の
賃

金
改
善
や
若
年
労
働
者
の
雇
用

安
定
・
確
保
、
労
働
条
件
の
改

善
に
向
け
た
各
企
業
の
取
り
組

み
な
ど
に
つ
い
て
活
発
に
意
見

が
交
わ
さ
れ
た
。

　
釧
路
貿
易
振
興
会
（
佐
々
木

勉
会
長
）
の
講
演
会
が

日

（
金
）
午
後
２
時
よ
り
釧
路
セ

ン
チ
ュ
リ
ー
キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ
テ

ル
で
開
催
さ
れ
、
当
会
会
員
や

釧
路
商
工
会
議
所
会
員
な
ど
約

人
が
参
加
し
た
。

　
本
講
演
会
は
、
近
年
の
釧
路

港
の
貿
易
概
況
や
税
関
の
業
務

・
役
割
に
つ
い
て
理
解
を
深
め

る
た
め
、
昨
年
７
月
に
着
任
し

た
函
館
税
関
釧
路
税
関
支
署
の

小
栗
智
裕
支
署
長
を
講
師
に
迎

え
行
っ
た
。

　
小
栗
氏
は
、
貿
易
額
の
推
移

や
輸
出
入
品
目
・
国
の
内
訳
デ

ー
タ
な
ど
を
も
と
に
釧
路
港
の

貿
易
概
況
を
解
説
し
「
輸
出
額

よ
り
輸
入
額
が
圧
倒
的
に
多

く
、
輸
入
額
の
約
６
割
を
飼
料

・
肥
料
が
占
め
て
い
る
こ
と
が

特
徴
」
と
説
明
し
た
。

　
さ
ら
に
、
北
海
道
の
物
流
拠

点
が
道
央
圏
に
集
中
し
て
い
る

現
状
に
触
れ
、
東
日
本
大
震
災

で
東
北
に
集
中
し
て
い
た
車
の

関
連
工
場
が
甚
大
な
被
害
を
受

け
た
こ
と
を
例
に
リ
ス
ク
分
散

の
重
要
性
に
言
及
。
「
道
東
に

お
け
る
物
流
の
ハ
ブ
と
な
る
の

は
釧
路
だ
と
思
う
」
と
見
解
を

述
べ
た
上
で
、
そ
の
た
め
に
も

農
水
産
物
を
武
器
に
輸
出
を
伸

ば
す
必
要
が
あ
る
と
強
調
し

た
。

　
税
関
業
務
に
つ
い
て
は
、
国

民
生
活
の
安
全
・
安
心
に
寄
与

す
る
た
め
の
水
際
取
り
締
ま

り
、
適
正
・
公
平
な
関
税
等
の

徴
収
、
民
間
と
の
協
力
や
通
関

手
続
き
の
Ｉ
Ｔ
化
推
進
な
ど
に

よ
る
貿
易
の
円
滑
化
の
３
つ
が

使
命
で
あ
る
と
説
明
し
、
具
体

的
な
取
り
組
み
を
紹
介
し
た
。

　
最
後
に
小
栗
氏
は
「
国
際
物

流
を
円
滑
に
す
る
こ
と
が
地
域

貢
献
に
も
つ
な
が
る
。
引
き
続

き
皆
さ
ま
と
釧
路
の
発
展
の
た

め
尽
力
し
た
い
」
と
語
っ
た
。


